
　
今
年
の
漢
字
が

「
金
」
と
発
表
さ

れ
た
。
今
年
は
リ

オ
五
輪
の
日
本
選

手
団
の
活
躍
な
ど

の
明
る
い
話
題
も

あ
る
が
、
カ
ネ
の

力
に
振
り
回
さ
れ

る
今
の
世
相
そ
の

も
の
を
も
表
し
て
お
り
、
何
と

も
虚
し
い
▼
安
倍
政
権
は
臨
時

国
会
で
も
国
民
の
反
対
を
押
し

切
り
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
批
准
関
連
法
、

年
金
カ
ッ
ト
法
を
強
行
成
立
さ

せ
、
大
企
業
優
遇
・
生
活
者
切

捨
て
の
政
策
に
突
き
進
ん
だ
。

さ
ら
に
、
会
期
末
の
12
月
15
日

未
明
に
は
自
民
党
・
維
新
の
会

等
が
反
対
世
論
を
押
し
切
る
形

で
カ
ジ
ノ
解
禁
法
を
強
行
成
立

さ
せ
た
▼
カ
ジ
ノ
で
地
域
振
興

と
税
収
増
と
の
ま
や
か
し
を
吹

聴
し
、
カ
ジ
ノ
に
よ
る
依
存
症

や
貧
困
層
の
拡
大
等
の
対
策
は

後
回
し
だ
。
諸
外
国
も
カ
ジ
ノ

誘
致
で
犯
罪
の
多
発
や
貧
困
層

の
増
大
に
よ
り
、
ま
さ
に
金
の

奪
い
合
い
で
地
方
崩
壊
を
も
た

ら
す
の
は
明
ら
か
だ
▼
来
年
１

月
、
安
倍
首
相
は
政
権
延
命
の

た
め
解
散
総
選
挙
に
打
っ
て
出

る
と
の
見
方
が
あ
る
。
こ
れ
以

上
社
会
崩
壊
に
突
き
進
む
現
政

権
を
の
さ
ば
ら
し
て
は
お
け
な

い
。
今
こ
そ
憲
法
理
念
を
社
会

に
根
付
か
せ
る
政
治
（
活
憲
）

へ
の
転
換
が
必
要
だ
。
安
心
し

て
生
活
で
き
る
社
会
を
取
り
戻

す
べ
く
、
来
る
政
治
決
戦
に
向

け
闘
争
を
強
化
し
よ
う
。
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一部 40円　
組合員購読料は組合費に含む

「時差通勤」提案に対して問題点を指摘し、回答を求める小野委員長

組合側の指摘にメモを取る佐藤人事課総括課長（中央）

政治転換に向け結集を呼びかけた佐高信さん

○
職
場
体
制
へ
の
影
響

　

県
職
労
か
ら
、
時
差
通
勤
拡

大
に
伴
い
、
人
員
配
置
が
少
な

い
職
場
を
中
心
に
体
制
が
手
薄

と
な
る
時
間
帯
が
拡
大
す
る
こ

と
に
伴
う
問
題
点
を
指
摘
し

た
。
佐
藤
人
事
課
長
は
、
所
属

等
に
お
い
て
仕
事
の
分
担
や
進

め
方
を
調
整
し
、
情
報
の
共
有

化
等
の
工
夫
で
対
応
す
る
こ
と

　

12
月
８
日
、
県
職
労
は
先
に
当
局
か
ら
提
案
の
あ
っ
た

来
年
４
月
か
ら
の
時
差
通
勤
拡
大
の
提
案
に
係
る
交
渉
を

再
開
し
た
。
各
公
署
で
は
時
差
拡
大
を
カ
バ
ー
で
き
る
職

場
環
境
に
な
い
こ
と
、
人
員
不
足
解
消
や
導
入
に
伴
う
影

響
を
踏
ま
え
た
対
策
を
示
す
よ
う
強
く
要
請
し
、
当
局
と

具
体
的
内
容
に
つ
い
て
交
渉
を
行
っ
た
。

を
基
本
と
し
、
業
務
運
営
に
支

障
が
あ
る
場
合
に
は
所
属
長
が

適
宜
勤
務
時
間
の
割
振
り
調
整

を
す
る
と
し
つ
つ
、
子
育
て
や

介
護
な
ど
時
差
通
勤
す
る
必
要

性
が
高
い
職
員
に
は
特
に
配
慮

す
る
と
し
た
。
ま
た
、
制
度
導

入
後
に
実
態
調
査
を
行
い
、
課

題
解
決
に
努
力
す
る
こ
と
、
当

面
は
子
育
て
、
介
護
、
通
勤
負

担
の
緩
和
、
そ
の
他
所
属
長
が

や
む
を
得
な
い
と
認
め
る
場
合

に
時
差
通
勤
の
申
出
が
で
き
る

こ
と
と
し
、
状
況
を
踏
ま
え
て

要
件
を
再
検
討
す
る
と
し
た
。

県
職
労
は
そ
も
そ
も
職
場
で
カ

バ
ー
で
き
る
人
員
配
置
と
な
っ

て
お
ら
ず
、
導
入
時
の
対
応
が

で
き
ず
混
乱
を
招
く
と
し
て
再

考
を
求
め
た
。

○
勤
務
時
間
管
理

　

佐
藤
人
事
課
長
は
各
所
属
長

に
勤
務
時
間
の
適
正
管
理
を
周

知
徹
底
す
る
こ
と
、
勤
務
区
分

ご
と
の
終
業
時
刻
に
退
庁
を
促

し
、
職
員
が
退
庁
し
や
す
い
職

場
環
境
等
に
努
め
る
と
し
た
。

県
職
労
は
現
状
で
も
管
理
が
不

十
分
と
し
、
超
過
勤
務
増
の
懸

念
を
示
し
、
対
策
を
求
め
た
。

○
今
後
の
協
議
の
焦
点

　

交
渉
で
は
導
入
に
伴
う
組
合

員
の
不
安
を
解
消
で
き
る
対
策

が
十
分
に
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

人
員
確
保
な
ど
職
場
環
境
の
整

備
を
先
行
す
べ
き
と
主
張
し
、

当
局
に
再
考
を
求
め
た
。
こ
れ

に
対
し
、
佐
藤
人
事
課
長
は
人

員
確
保
は
努
力
す
る
が
、
現
時

点
で
こ
れ
以
上
の
回
答
は
で
き

な
い
と
し
、
交
渉
は
平
行
線
と

な
っ
た
。
今
後
事
務
的
調
整
を

行
う
こ
と
と
し
、
交
渉
を
打
ち

切
り
継
続
協
議
と
し
た
。
県
職

労
は
子
育
て
等
の
事
情
に
よ
り

制
度
が
必
要
と
の
意
見
に
も
配

慮
し
な
が
ら
、
職
場
へ
の
影
響

を
最
小
限
と
す
べ
く
、
当
局
と

協
議
を
継
け
て
い
く
。

　

12
月
８
日
、
来
年
度
の
定
期

人
事
異
動
に
関
す
る
要
求
書
を

佐
藤
人
事
課
長
に
手
交
し
、
基

本
姿
勢
を
質
し
た
。
課
長
は
異

動
内
示
に
当
た
り
一
定
の
週
休

日
を
確
保
す
る
こ
と
、
厳
し
い

住
宅
事
情
と
な
っ
て
い
る
沿
岸

部
へ
の
異
動
は
柔
軟
に
対
応
す

る
と
し
、
赴
任
公
所
と
は
別
の

地
域
に
転
居
し
、
そ
の
後
赴
任

地
域
の
住
居
が
確
保
さ
れ
、
再

転
居
し
た
場
合
に
は
赴
任
旅
費

の
対
象
と
す
る
こ
と
を
示
し

た
。
ま
た
、
異
動
に
関
し
て
、

本
人
や
家
庭
の
事
情
を
踏
ま
え

配
慮
す
る
と
し
た
。
県
職
労
で

は
、
早
期
内
示
と
３
回
の
週
休

日
確
保
を
は
じ
め
要
求
実
現
を

強
く
求
め
た
。
今
後
人
事
異
動

対
策
を
強
化
し
て
い
く
。

　

12
月
６
日
、
現
業
評
議
会

は
、
管
財
課
長
交
渉
を
行
っ

た
。
運
転
技
士
の
採
用
に
関

し
、
猪
久
保
課
長
は
、
再
任
用

希
望
へ
は
対
応
し
つ
つ
、
退
職

後
は
不
補
充
と
し
、
人
員
配
置

が
必
要
な
時
は
人
事
異
動
で
対

応
す
る
と
の
見
解
を
示
し
た
。

こ
れ
に
対
し
業
務
量
増
を
根
拠

に
適
正
な
人
員
配
置
を
求
め

た
。
守
衛
は
、
再
任
用
希
望
は

対
応
す
る
と
し
つ
つ
、
将
来
は

全
面
委
託
を
検
討
し
て
い
る
と

の
見
解
を
示
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
県
庁
舎
警
備
の
重
要
性
を

踏
ま
え
、
職
員
配
置
が
必
要
と

訴
え
再
考
を
求
め
た
。
現
業
評

は
今
後
の
農
林
水
産
・
県
土
整

備
両
企
画
室
の
交
渉
に
臨
み
、

人
員
確
保
と
直
営
堅
持
を
強
く

求
め
て
い
く
。

　

12
月
３
日
、
平
和
環
境
県
セ

ン
タ
ー
主
催
の
佐
高
信
文
化
塾

が
開
催
さ
れ
、
「
ト
ラ
ン
プ
米

大
統
領
と
安
倍
政
権
の
ゆ
く

え
」
と
題
し
て
佐
高
塾
長
が
講

演
。
安
倍
首
相
が
来
年
１
月
の

通
常
国
会
で
の
冒
頭
解
散
、
２

月
総
選
挙
を
目
論
ん
で
い
る
情

勢
を
踏
ま
え
、
辛
口
ト
ー
ク
で

安
倍
政
権
を
辛
辣
に
批
判
、
政

治
転
換
に
向
け
結
集
を
訴
え

た
。

 

講
演
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
次
期

大
統
領
は
排
外
主
義
、
自
己
顕

示
欲
が
強
く
、
自
分
の
意
に
沿

わ
な
い
者
を
排
除
す
る
が
、
今

の
安
倍
政
治
の
姿
勢
そ
の
も

の
。
安
倍
首
相
は
真
っ
先
に
ト

ラ
ン
プ
を
訪
問
し
た
が
、
ま
さ

に
権
力
者
に
す
が
る
奴
隷
根
性

そ
の
も
の
で
あ
り
、
タ
カ
派
だ

け
が
生
き
残
る
政
治
に
陥
っ
て

い
る
。
一
方
で
、
意
に
沿
わ
な

い
者
へ
は
反
社
会
的
勢
力
の
レ

ッ
テ
ル
を
貼
り
、
排
除
し
よ
う

と
す
る
。
沖
縄
・
高
江
の
オ
ス

プ
レ
イ
・
ヘ
リ
パ
ッ
ト
建
設
に

抗
議
す
る
市
民
を
排
除
し
、
土

人
発
言
を
正
当
化
す
る
強
権
的

態
度
に
表
れ
て
い
る
。
今
の
社

会
常
識
に
と
ら
わ
れ
る
と
安
倍

政
権
に
騙
さ
れ
て
し
ま
う
。
歯

止
め
を
か
け
る
運
動
が
必
要

だ
。
東
北
は
先
に
参
院
選
で
反

自
公
の
先
頭
と
な
っ
て
闘
っ
て

き
た
実
績
を
も
と
に
、
良
識
あ

る
保
守
層
を
包
み
込
ん
だ
闘
い

を
組
む
必
要
が
あ
る
と
訴
え
た
。

職場体制・勤務管理巡り「時差通勤拡大」提案に懸念県 職 労

導
入
で
き
る
人
員
の
確
保
が
先
だ

小
野
委
員
長
　

人
事
異
動
で
要
請
書

現業評

人員確保で管財課と交渉
「運転技士・守衛」退職後の補充は考えていない
県土整備・農林水の各主管課とも交渉へ

佐高 信 
佐高氏 安倍暴走政治を斬る！
予想される総選挙の重要性を強調

文化塾

退職後の補充などについて管財課と交渉する現業評

職場改善・人員不足解消の具体策示せ
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11.9  地公共闘　人事課長交渉支援座り込み

9.17　宮古高等技術専門校「台風10号水害復旧支援行動」

11. 5　県本部確定闘争勝利　現業・公企統一
闘争総決起集会

4. 7　新採用職員ガイダンス

年末・年始の事故等には十分お気をつけてください。年末・年始の事故等には十分お気をつけてください。■マイカー共済事故受付センター■
フリーダイヤル　０１２０－０８８９－２４
■自治労マイカー共済ロードサービス■
フリーダイヤル　０１２０－８８９－３７６

■マイカー共済事故受付センター■
フリーダイヤル　０１２０－０８８９－２４
■自治労マイカー共済ロードサービス■
フリーダイヤル　０１２０－８８９－３７６

　寒さが厳しい冬期の外出では、路面凍結等もあり車の運転には十分に
気をつけなければなりません。
　また、年末・年始の休暇は帰省や旅行で出かける機会が増えたり、雪
道に慣れていない県外からの車両が多くなったり、いつにも増して注意
が必要です。万が一の事故の際は自治労マイカー共済の緊急連絡先へ！

この1年の
闘いを

写真で　
振り返る

この1年の
闘いを

写真で　
振り返る

　

11
月
29
日
、
久
慈
支
部
定
期

大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
藤
本
支

部
長
（
水
産
部
分
会
）
か
ら

「
今
年
は
台
風
10
号
災
害
や
国

体
業
務
が
重
な
り
、
特
に
も
今

は
災
害
査
定
が
ピ
ー
ク
だ
。
例

年
に
な
く
厳
し
い
職
場
実
態
と

な
っ
て
お
り
、
働
き
続
け
ら
れ

る
職
場
づ
く
り
に
向
け
人
員
確

保
要
求
等
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
。
確
定
闘
争
で
は
３
年
連

続
の
賃
上
げ
が
実
現
す
る
な

ど
、
一
定
の
前
進
を
勝
ち
取
る

こ
と
も
で
き
て
い
る
。
引
き
続

き
組
合
員
の
取
り
組
み
へ
の
結

集
を
お
願
い
し
た
い
」
と
挨

拶
。
そ
の
後
「
組
合
員
の
声
を

集
約
し
、
支
部
独
自
要
求
を
行

い
、
職
場
環
境
の
改
善
や
公
舎

の
環
境
改
善
に
向
け
た
取
組
み

を
実
施
す
る
」
等
の
運
動
方
針

案
を
提
案
。
賛
成
多
数
で
可
決

さ
れ
、
藤
本
支
部
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で
盛
会
裏
に
大

会
を
閉
じ
た
。

　

12
月
7
日
、
二
戸
支
部
定
期

大
会
が
、
二
戸
合
庁
大
会
議
室

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

 

中
村
康
之
支
部
長
（
林
務
室

分
会
）
か
ら
「
厳
し
い
闘
い
で

あ
っ
た
が
、
今
年
度
も
月
例

給
・
一
時
金
の
プ
ラ
ス
改
定
と

と
も
に
、
長
年
の
課
題
で
あ
っ

た
交
通
機
関
利
用
の
通
勤
手
当

の
改
善
を
勝
ち
取
っ
た
。
し
か

し
、
職
場
環
境
は
依
然
と
し
て

厳
し
く
、
職
員
増
に
向
け
た
取

組
み
強
化
が
必
要
だ
。
そ
の
た

め
に
も
組
織
の
強
化
を
は
か

り
、
支
部
一
丸
と
な
っ
て
取
り

組
み
を
し
よ
う
」
と
挨
拶
。
鈴

木
忠
幸
二
戸
市
議
（
県
職
労
組

織
内
）
か
ら
、
市
の
職
員
定
数

増
に
向
け
た
議
員
活
動
を
報
告

し
た
。
そ
の
後
、
み
ん
な
で
作

る
運
動
を
基
本
と
し
た
運
動
方

針
案
を
提
案
。
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
、
中
村
支
部
長
の
団
結

ガ
ン
バ
ロ
ウ
三
唱
で
大
会
を
閉

じ
た
。

　

県
職
労
二
戸
支
部
は
11
月
１

日
新
体
制
を
確
立
し
た
。

　

役
職
と
氏
名
は
次
の
と
お
り
。

　
　
　
　
　
　
　

（
敬
称
略
）

支
部
長

中
村　

康
之
（
農
林
振
興
セ
ン
タ
ー
林
務
室
）

副
支
部
長

高
橋　

好
範
（
県
北
農
研
）

書
記
長

宮
手　

公
輔
（
保
健
福
祉
環
境
セ
ン
タ
ー
）

書
記
次
長

工
藤　
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「久慈支部定期大会」の様子

1. 6　県庁・盛岡支部合同「旗開き」

5. 14　「戦争法廃止
」緊急デモ

5. 23　参議院選挙勝利決起集会

6. 11　県職連合第20回、県職労第115回
定期大会

5.1  第 87回メーデー　日曜日、雨天の中で

の中央メーデー参加者

6.28　参議院選勝利　４野党合同街頭演説会（県庁前）
9.16　南スーダン駆け付け警護反対緊急デモ 

4. 17　平田ミイ子大船渡
市議選出陣式

1. 26　越年闘争交渉支援座り込み2. 1   越年闘争総務部長交渉

4. 27　人事課長着任交渉 3. 4　春闘人事課長交渉

6. 12　
平和の火

リレー（
水沢地区

での集合
写真）

10.12　県人勧闘争・人事委員長交渉支援座
り込み

11. 17　県職労総務部長交渉12.8  「時差通勤拡大提案」人事課長交渉

中村康之 支部長

「二戸支部定期大会」の様子

　　


